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衆
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院
議
員
長
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昭
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提
出
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基
本
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に
関
す
る
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問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
新
政
権
の
基
本
姿
勢
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
個
人
の
可
能
性
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
、
雇
用
と
所
得
が
拡
大
す
る
国
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
助
・
自

立
を
第
一
に
、
共
助
と
公
助
を
組
み
合
わ
せ
、
弱
い
立
場
の
人
に
は
し
っ
か
り
と
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
の
基
本
的
な

考
え
方
に
基
づ
き
、
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
所
得
税
及
び
資
産
課
税
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
附
則
第
二

十
条
に
お
い
て
、
「
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
格
差
の
是
正
及
び
所
得
再
分
配
機
能
の
回
復
の
観
点
か
ら
、
最
高
税
率
の
引
上

げ
等
に
よ
る
累
進
性
の
強
化
に
係
る
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
度
中

に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
。
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
同
法
附
則
第
二
十
一
条
に
お
い
て
、「
資
産
課
税
に
つ
い
て
は
、

格
差
の
固
定
化
の
防
止
、
老
後
に
お
け
る
扶
養
の
社
会
化
の
進
展
へ
の
対
処
等
の
観
点
か
ら
の
相
続
税
の
課
税
ベ
ー
ス
、
税

率
構
造
等
の
見
直
し
及
び
高
齢
者
が
保
有
す
る
資
産
の
若
年
世
代
へ
の
早
期
移
転
を
促
し
、
消
費
拡
大
を
通
じ
た
経
済
活
性

一



化
を
図
る
観
点
か
ら
の
贈
与
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
度
中
に
必
要
な

法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
社
会
保
障
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
四

号
）
の
規
定
及
び
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
助
・
自
立
を
第
一
に
、
共
助
と
公
助

を
組
み
合
わ
せ
、
弱
い
立
場
の
人
に
は
し
っ
か
り
と
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
を
図
る
観
点
か
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
自
由
民
主
党
が
作
成
し
た
「
重
点
政
策
二
〇
一
二
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、

生
活
保
護
基
準
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護
基
準
部
会
に
お
い
て
検
証
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
同
部
会
に
お
け
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

二



政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
高
校
無
償
化
」
に
所
得
制
限
を
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
公
立
高
等
学
校
に
係
る

授
業
料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
附
則
第
二
項

の
規
定
も
踏
ま
え
、
今
後
、
高
校
生
等
へ
の
修
学
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
行
う
中
で
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
紙
台
帳
の
年
金
記
録
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
年
金
記
録
と
の
照
合
の
作
業
は
、
年
金
記
録
問
題
の
解
決
に

向
け
た
重
要
な
取
組
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に
お
け
る
当
該
作
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
は
、
同
年
度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

じ
ん

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
国
土
強
靭
化
計
画
は
決
定
し
て
お
ら
ず
、
同
計
画
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。ま

た
、
財
政
健
全
化
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
平
成
二
十
二
年
度
の
水
準
か
ら
半
減
し
、
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
に
国
・
地
方
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

三



を
黒
字
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
時
点
の
い
わ
ゆ
る
国
の
天
下
り
調
査
」
は
、
衆
議
院
調
査
局
に
よ
る
「
国
家
公
務
員

の
再
就
職
状
況
に
関
す
る
予
備
的
調
査
」
（
平
岡
秀
夫
君
外
百
十
二
名
提
出
、
平
成
十
九
年
衆
予
調
第
二
号
）
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
予
備
的
調
査
は
、
衆
議
院
規
則
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
衆
議
院
の
委
員
会
が
そ
の
審
査

又
は
調
査
の
た
め
に
必
要
な
調
査
と
し
て
衆
議
院
調
査
局
長
等
に
命
じ
て
行
わ
せ
る
調
査
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て

は
、
お
尋
ね
の
最
新
数
値
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
性
や
お
尋
ね
の
調
査
の
意
義
に
つ
い
て
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

四


